
2〇•造林地のツル類の防除

1.試験担当者
北海漁支澄湖就fi林第二研究室長 林 敬太 ほか

2試験目的

従潟割t地の保育のためのラル切り桂,下刈終了後3 ～ 5如後に林地の狭況K応じて滋、こ 

をってきていたカ:,近年下刈の省力化対薩として塩紊系除草剤が使用されるにつれ,その桨 

剤忆対して抵抗性のっよいッル類Q急激な翁知が鬻!しく,これによる透林木の彼岩が発生し 

て4•、リその対策がつ上く望％れている。しかるに,ッル類の生畏,響殖再生など基本的な生 

態が明らか【てされていないため,ifi確な防除法力唆立されていない。

このため太遊に治、けるッル帰の分布と生態を明らかにするとともに,造排木にたいする被 

害の実態を究明し,遭確なッル切り等の時搦および薬剤防除等,合理的なッル防除方法を究 

明する。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

1. ッル類繁茂!酬:おけるッルの分類と造林樹律別被害実琼Q2 3の渕送から,木本性のッ 

ル類の被害分類は,造林木にあたえるッルQ生長特性と妙客の形懇から,十マブドウのよ 

うに核害が主に被通化よるものと,ッルウメモドキ,コクワ警のように幹の綺めつけに上 

るものとに分類する必耍かあることが恐められた。

2. 下刈終了後の造林泡内のッル。生態と造林木忙あたえる秋害の推移との関係を明らかに 

するため苫小牧煮林蜀管内トドマツ造林地に固定秘地を設け,適充をや、こなった。

3. 薬剤によるッルの龄をらび作切おによる再生,回麹カの;瓏を由老営林暑笞内力ラマ 

ツ林で実施したI
4. 昭和4 6年度の試験計画

1. 造林i木(トドマツ,カラマツノに対する被害実後の把握

2. 下刈終了後の造林地(トドマツ・カラマツ)内の:ソル矩の生態と核害の推移を魅続泗咨 

する。

3. 架剤にXる駆除方法の读时を白老営林辨哲内カラマツ林で引烷ぎむこな爲

.4.ヤマブドウの生懸及ぴ荼剤処迫時期等を解明ナるため,十マブドウの増殖をおこなう。
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21.下刈りの合理化

1.試験扣•当者

赤沼試験地主任 山路木富男ほか

2•試験目的
現在,わ力嶼における瞬界は労力不足力耐也となっている。まして林業［ておいては,都 

市の商工業に労働力をとられ,労力不足は一段と衆・刻さを憎している。一方敬林作業のあか 

で泾も労働力を要するのは,下刈り作業で;ちり,その街カ化がさけばれ,合迎的な下刈り技 

術の改良開発が必要となり,このた均告力遣林という見地から除费剤を含めた下刈りの令理 

化について充明する。

3. 昭和4 5年度の縫過とえられた結果

1. 下刈方法のちがいと植栽木の生長

前年に引続在,林床植生と植栽木とのあいだにおける生長娶却:ついて,2冬目の館合 

関保を溯査した結果,水分条件については明らかで表かったが,光嗟分条件は棟栽木にと 

って典剤処理わよび年3回手刈りした区が有利であり,生長もX く林地除草剤の使用効果 

に大いに期待できる見通しがついた〇

2. 林床植生のちがいにXる土題囊分の変イ匕

渝淞kの下刈り發草剤を用いることにより,林床植生の稽知を単料!化することが可・能と 

なった。そこで隼純化された植生の爐いが±?会窖如C ・ど© X >な杉摊奮なよぽすか経年 

変化を目的で験般区の欢を完了し,相生の生長状廁とNす.分の吸収• E元・固定或を］'! 

sした粘果,唆収询！広葉革本小策大で,つき・か木本であった。斗ス題生と±?立妾分のほ 

係桂まだみられなかった。

4. 昭和4 6年度の試験計画

1. 前年问嵌処理を実施し,3年目にむける植生状密と光•奕分・水分条件のや吏および植 

栽木の生長潤査を行なう。

2. 糟生の生長・状領•Nの吸収関係« 土琪のN勢分の変化筈を詡をする。
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